
第35 回年 次 大会〕

A 120 トリオースレIf)  トンと亜硝 酸塩と。,反応につい-?
神戸-IT ^ 火必政　 ○印康則　 大畠 ・̂｝ 魚住真弓

食　 物　61

日的　宜啄N  - ニト,ロヽﾇ化合物とくにN  －ニドa  リアミン閤盧化合物の毎がん性が食生
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変り

陥梁　ト･I オースレダn  ヽン（TR ）^ 亜硝酸 すトリり μは沈較的まかに反応し　ま化

著しｏ褐膏化友起オ。・ 硝酸 すト') り ひば反応初期にTR (c  ぶ>) 置元分解をうけ-   建かに

減少消矢t  % ．TR  とS 硝雌 すトリり,^ 系・ 褐^^ 反応物はセフ,ギイクスOr-  2i;カラ以クロ

マI-グヲフ,一によ>) 2､fc-ヅn  ロルフノ- ルイン μ`λ ノ- ル置元性。佃讐f  －I に分雛され

p － い・3&4･'>i≪に吸収梅 家屯もつ。TR  ifジメA-}レアミンi: 亜硝嶮すトりn  輿^  反応にJ:
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青ma    法 に よ る 変 異IS  活 性 の 測 定

大 橋 良 子

的　 日 常 食 品 の も つ 変 異 原 活 性 は 、 材 料 の 組 合 せ 、 調 理 条 件 に よ って 大 き く 影 響 を

る の で は な い か と 考 え ら れ る 。 よ り 安 全 な 食 生 活 を 守 る た め に は 、 調 理 に 際 し ど の

な 配 慮 が の ぞ ま し い か を 知 る 手 が か り と し て 、 集 団 給 食 室 で 調 理 さ れ た 食 品　s  乙 種

調 理 食 品　／i 種 を 用 い て 、 各 調 理 食 品 一 食 中 に 検 出 さ れ る 変 異 原 活 性 の 検 索 を 試 み

調 理 食 品 の 変 異 原 活 性 は 、 早 津 ら に よ っ て 考 案 さ れ た 銅 フ タn シ ア ニ ン を 固 着し

綿（ 青 綿)    吸 着 法 に よ り 抽 出 し 、 フ レ ー ム シ フ ト 型 変 異 原 物。質 の 活 性 を 測 定 し た 。

方 法　 調 理 食 品 を １～２倍 重 量 の 純 水 で ホモゲナイズ　し 、 青 綿 を 加 え て 、20 °o で 振 と う

し な が ら 、 二IB   に わ た っ て 吸 着 を行 わ せ る。　二 回 分 の 吸 着 青 綿 を 一 括 し て 、 純 水 に て 洗

浄 後 ＭｅＯＨ‾ＮＨ４０Ｈ‾ に よ る 抽 出 物 を｀　／OOfxl　 のDMSO　 に 溶 解し 、S  －9  （P  B －B Ｆ誘導） 存 在

下 で 、 サ ル モ ネ ラ菌T  A 9 8 株 を 用 い て 、 プレ イン キュベーシ 。ン 法 で 活 性 を 測 定 し た 。

結 果　 測 定 し た 集 団 給 食 食 品 中 で 、 突 然 変 異 原 性 が 陽 性 の 傾 向 を 示 し 次 も の は 、 副 食

類 中 の よ 品 で あ っ た 、 こ の 内 特 に 陽 性 傾 向 の 高 か っ だ の は 、 鶏 ひ き 肉 タンゴ の串 焼きであ

り 、 一 般 調 理 食 品 で は 、 あ じ の 塩 焼 き　 豚 のし ょ う ゆ 焼 き　 さ わ ら の 照 焼 き な ど ／ぶ　種

共:に 陽 性_傾 向｡を 示 し て い る 。　こ れ ら の 結 果 は 、 タ ン パ ク 性 食 品 が う け る 加 熱 温 度（ 焼 く

揚 げ る　 い た め る な ど ）、 材 料 の 組 合 せ が 、 調 理 食 品 の 変 異 原 活 性 に 影 響 を 与 え て い る

こ と を 示 唆し て い る と 考 え ら れ る 。

日 常 食 品 中 の 変 異 原 活 性 の ス ク ■;   ー ニ ン グ に 際し て 、 青 綿 に 吸 着 さ れ る 活 性 を 指 標 と

し て 更 に 詳 細 な 分 析 を 進 め る こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。


